
2016. 12  Public Information IBIGAWA 4

揖
斐
川
町
と
福
井
県
池
田
町
を
結
ぶ
国
道

４
１
７
号「
冠
山
峠
道
路
」（
揖
斐
川
町
区
間
）

ト
ン
ネ
ル
掘
削
着
工
式
典
が
10
月
23
日

（
日
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
行
わ
れ
、
国
土
交

通
省
近
畿
地
方
整
備
局
や
両
県
の
関
係
者
約

２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
掘
削
す
る
揖
斐
川
町
側
の
第
１
号
ト

ン
ネ
ル
は
、
全
長
１
・
２
㎞
で
完
成
は

２
０
１
８
年
２
月
の
予
定
で
す
。
全
線
開
通

は
未
定
で
す
が
、
開
通
す
れ
ば
、
揖
斐
川
町

と
福
井
県
池
田
町
の
区
間
が
約
１
時
間
10
分

の
短
縮
と
な
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
市
町
の
期

待
や
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

式
典
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
春
日
小
児

童
に
よ
る
和
太
鼓
、
徳
山
踊
り
保
存
会
に
よ

る「
ほ
っ
そ
れ
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
北
方
小
の
児
童
と
福
井
県
池
田
小

の
児
童
が
衛
星
回
線
で
の
テ
レ
ビ
中
継
を
通

じ
て
両
町
の
魅
力
や
特
産
品
を
紹
介
し
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
小
津
地
内
で
平
成
17
年
か
ら
整

備
中
の
、
高
地
谷
第
一
砂
防
堰
堤
本
体
工
事

の
起
工
式
が
、
10
月
27
日（
木
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

高
地
谷
第
一
砂
防
堰
堤
は
、
こ
の
周
辺
地

域
が
活
断
層
の
破
砕
さ
れ
た
地
質
で
あ
り
、

た
び
た
び
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
土
砂
災
害
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
揖
斐
川
本
川
に
土
砂
が
流
入
し
て
発

生
す
る
、
洪
水
の
防
止
を
目
的
に
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

堰
堤
本
体
工
は
、
高
さ
27
ｍ
、
幅
87
ｍ
で
、

完
成
は
２
０
２
０
年
の
予
定
で
す
。

起
工
式
で
は
多
数
の
来
賓
や
工
事
関
係
者

が
出
席
し
、
安
全
祈
願
祭
、
定
礎
式
が
行
わ

れ
、
工
事
の
無
事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

10
月
7
日（
金
）、
揖
斐
川
町
と
県
立
揖
斐

高
等
学
校
の
間
で
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

町
と
揖
斐
高
校
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
い
び

が
わ
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
青
年
講
座
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
は
、
町
と
高
校
と
の
つ
な
が

り
を
よ
り
強
化
し
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

く
た
め
に
結
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
、
町
と
高
校
の
連
携
を
深
め
、
関
係

を
続
け
て
い
く
こ
と
で
地
域
を
盛
り
上
げ
、

地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

10
月
23
日（
日
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
で
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
専
用
ポ
ー
ル
を
使
っ

て
、上
半
身
も
動
か
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
で
、

よ
り
高
い
運
動
効
果
を
得
ら
れ
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
す
。

こ
の
日
は
約
50
人
が
参
加
し
、
健
康
広
場

で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
た
あ

と
、
実
際
に
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
健
康
広
場
周

辺
の
秋
の
山
を
歩
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
澄
ん
だ
秋
の
空
気
の
中
、
会
話

も
交
え
つ
つ
、
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
ま
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会

国
道
417
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冠
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峠
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斐
川
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間
）ト
ン
ネ
ル
掘
削
着
工
式

揖
斐
川
町
小
津
地
内

高
地
谷
第
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砂
防
堰
堤
起
工
式

揖
斐
川
町
と
揖
斐
高
等
学
校
が

連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

▲定礎式の様子

▲春日小児童による和太鼓演奏

▲調印をする宗宮前町長（左）と鈴木校長（右）

▲茶畑の間を楽しげにウォーキング
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10
月
14
日（
金
）、
や
ま
と
幼
児
園
で
、
親

子
を
対
象
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
重
要
性
を
学
ぶ
た
め
の
交
通
安
全

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
重
要
性
に

つ
い
て
Ｊ
Ａ
Ｆ
岐
阜
支
部
の
講
師
の
説
明
を

聞
い
た
後
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
付
け
た
状

態
で
の
、
時
速
5
キ
ロ
の
衝
突
体
験
を
し
ま

し
た
。

体
験
の
後
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
取
付
講

習
も
あ
り
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
っ
た
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
う
大
切
さ
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

衝
突
の
怖
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
親

子
は
熱
心
に
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

10
月
14
日（
金
）、
岐
阜
の
棚
田
21
選
に
認

定
さ
れ
て
い
る
春
日
美
束
地
区
の
貝
原
棚
田

で
、
春
日
小
学
校
の
全
校
児
童
が
稲
刈
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
児
童
ら
が
自
然
に
触

れ
、
先
人
の
知
恵
を
学
ぶ
里
山
体
験
学
習
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、
貝
原
棚
田
保
存
会
の
人
に
教

わ
り
な
が
ら
、
５
月
に
自
ら
の
手
で
植
え
た

苗
か
ら
実
っ
た
稲
を
鎌
で
丁
寧
に
刈
り
取
る

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
に
は
、
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
春

日
支
部
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
収
穫
し
た
お
米

を
お
に
ぎ
り
に
し
、
棚
田
保
存
会
の
方
と
一

緒
に
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
、
地
域
の
方
を
講
師
に「
し
め
縄

づ
く
り
」
を
教
わ
り
ま
す
。

10
月
21
日（
金
）
～
23
日（
日
）
の
３
日
間

に
か
け
て
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も

も
」
で
揖
斐
川
町
総
合
芸
術
祭「
ア
ー
ト
い

び
が
わ
２
０
１
６
」
が
、
揖
斐
川
町
文
化
協

会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
部
門
は
美
術
、
生
活
文
化
、
文
芸
の

３
つ
の
展
示
で
構
成
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
絵

画
・
写
真
・
書
・
盆
栽
・
絵
手
紙
・
文
芸
な

ど
多
彩
な
作
品
約
２
０
０
点
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。　
　

ま
た
、
小
中
学
生
の
短
歌
や
俳
句
も
数
多

く
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
は
優
秀
な
作
品
が
選

ば
れ
、文
化
協
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

22
日
、
23
日
は
、
創
作
オ
ペ
レ
ッ
タ「
水

神
」
が
同
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
自
然
と
人
間
の
共
存
を

テ
ー
マ
に
、
町
民
も
作
曲
・
指
揮
や
出
演
者
、

ま
た
ス
タ
ッ
フ
な
ど
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。今

年
の
春
か
ら
練
習
や
道
具
製
作
を
積
み

重
ね
、時
に
は
厳
し
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

良
い
舞
台
を
つ
く
る
た
め
、
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
ま
し
た
。

両
日
の
公
演
も
、
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
人

気
で
、
舞
台
で
は
、
心
に
迫
る
演
技
と
美
し

い
歌
声
が
響
き
渡
り
、
来
場
者
か
ら
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲汗を流して一生懸命稲刈りを行いました

▲表彰の様子

▲川をテーマに上演された創作オペレッタ

▲親子での衝突体験

春
日
小
学
校

貝
原
棚
田
で
稲
刈
り
体
験

ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
１
６

や
ま
と
幼
児
園
で交通

安
全
教
室
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農
事
組
合
法
人
桂
茶
生
産
組
合
が
、
平
成

28
年
度「
第
55
回
農
林
水
産
祭 

蚕 

糸
・
地

域
特
産
部
門
」
で
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
祭
は
、
国
民
の
農
林
水
産
業
と

食
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
農

林
水
産
者
の
技
術
改
善
と
経
営
発
展
の
意
欲

を
高
め
る
た
め
、
農
林
水
産
省
と
公
益
財
団

法
人
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
の
共
催
に
よ
り

昭
和
37
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
岐
阜
県
の
推
薦
を
得
て
、「
第
68

回
関
西
茶
品
評
会
」
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
桂
茶
生
産
組
合
は
、
さ
ら
に
優
良

事
例
と
し
て
、「
第
55
回
農
林
水
産
祭　

中

央
審
査
会（
蚕
糸
・
地
域
特
産
部
門
）」
で
審

査
さ
れ
、
今
回
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

10
月
11
日（
火
）、
揖
斐
川
中
学
校
で
全
国

地
域
安
全
運
動
に
伴
う
県
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
内
の
小
・
中
・

高
校
生
と
一
般
の
方
を
対
象
に
地
域
安
全
・

暴
力
追
放
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
募
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
合
計
２
５
３
点
の
応
募
の
中

で
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

【
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止
】
部
門

金
賞　

揖
斐
川
中
２
年　

立た
ち

川か
わ　

未み

悠ゆ

さ
ん

銀
賞　

揖
斐
川
中
３
年　

髙た
か

田だ　

萌も

も々

さ
ん

銅
賞　

揖
斐
川
中
３
年　

石い
し

橋ば
し　

実み

祐ゆ

さ
ん

【
振
り
込
め
詐
欺
防
止
】
部
門

銅
賞　

揖
斐
川
中
２
年　

宮み
や

内う
ち　

優ゆ
う

季き

さ
ん

佳
作　

揖
斐
川
中
３
年　

小お

川が
わ

菜な

な々

子こ

さ
ん

10
月
11
日（
火
）、
谷
汲
小
学
校
で
、
揖
斐

署
員
や
谷
汲
子
ど
も
み
ま
わ
り
隊
な
ど
が

全
国
地
域
安
全
運
動
の
期
間
に
合
わ
せ
て
、

下
校
す
る
児
童
に
防
犯
グ
ッ
ズ
を
配
布
し

ま
し
た
。

谷
汲
子
ど
も
み
ま
わ
り
隊
は
、
集
団
登
校

中
の
児
童
の
列
に
車
が
突
っ
込
ん
だ
事
件
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
子
ど
も
を
地
域
で
守
ろ

う
、
と
い
う
思
い
か
ら
地
元
の
人
た
ち
が
9

月
に
結
成
し
ま
し
た
。

31
人
の
隊
員
が
、
学
校
や
児
童
が
下
車
す

る
バ
ス
の
停
留
所
に
立
ち
、
子
ど
も
が
安
全

に
家
ま
で
帰
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
30
日（
日
）、
揖
斐
川
町
本
町
通
り
一

帯
で「
い
び
の
秋
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

い
び
祭
り
実
行
委
員
会
が
主
催
の
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
野
菜
な

ど
の
販
売
を
行
う
軽
ト
ラ
市
や
消
防
団
に
よ

る
三
升
樽
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
揖
斐
川
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
々
を
講
師
に
招
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

8
月
に
台
風
の
被
害
を
受
け
た
芽
室
町
へ
の

義
援
金
募
金
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
揖
斐
お
わ
ら
の
会
に
よ
る
お
わ
ら

踊
り
や
食
品
の
バ
ザ
ー
な
ど
も
あ
り
、
訪
れ

た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

▲受賞された皆さん

▲受賞された農事組合法人桂茶生産組合の皆さん

▲グッズを配布しながら防犯を呼びかけるみまわり隊員

▲たくさんの人が見守る中行われたレース

桂
茶
生
産
組
合
が

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
受
賞

全
国
地
域
安
全
運
動
ポ
ス
タ
ー
作
品

揖
斐
川
中
生
５
人
が
表
彰
を
受
賞

谷
汲
子
ど
も
み
ま
わ
り
隊
が

揖
斐
署
と
協
働
で
防
犯
グ
ッ
ズ
を
配
布

い
び
の
秋
ま
つ
り


